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1 章「正の数・負の数」の章末（教科書 p.53 のあと）で学習します。 

a 素数の積で表すこと 

 
ガイド １とその数のほかに約数があるかないかを調べます。 
    (ア) 18 の約数 1，2，3，6，9，18 

(イ) 29 の約数 1，29 
(ウ) 33 の約数 1，3，11，33 
(エ) 41 の約数 1，41 

解 答 (イ)， (エ) 

 
素因数分解 

 
ガイド 解答は，指数を使い，⼩さい素数から順に表すようにします。 
解 答 (1) 20＝22×5        
    (2) 54＝2×33 
    (3) 126＝2×32×7 
 

 
ガイド 6 の倍数には 2×3，14 の倍数には 2×7 がふくまれています。 
解 答 6 の倍数 (ウ) 

14 の倍数 (ア)，(ウ) 
 

 
ガイド 12 の倍数には 22×3 がふくまれています。 
解 答 154 を素因数分解すると，154＝2×7×11 
    できるだけ⼩さい⾃然数をかけて 12 の倍数にするので， 

2×7×11×2×3 より  6 
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7 章「資料の活用」（教科書 p.206～207 のかわり）で学習します。 

累積度数 

 
ガイド 累積度数は，最初の階級から，その階級までの度数の合計です。 
解 答  
 
                         
                       52 
                       77 
                       80 
                       80 
                             

滞空時間が 2.65 秒未満だった回数 77 回 
 
相対度数 

 
 
ガイド 相対度数＝       を使って求めます。 
 
 
 
 
 
 

階級の度数 
度数の合計 
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解 答  
 
 
                          0.08 
                   0.46 
                   0.31     0.48      
                   0.04     0.12 
 
                   1.00 

 

 
ガイド 累積相対度数は，最初の階級から，その階級までの相対度数の合計です。 
解 答  
     
 
 
                                          0.12 
                           0.65             0.36 
                           0.96             0.84 
                           1.00             0.96 
                           1.00             1.00 

 
滞空時間が 2.65 秒未満の割合 
⽻の⻑さが 6cm 0.96 
⽻の⻑さが 7cm 0.84 
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相対度数の度数分布多角形 

 
ガイド ⽻の⻑さが 6cm，7cm のグラフと同じようにかきます。 
解 答          
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
解答例 ・⽻の⻑さが違う 3 つの紙コプターを相対度数の度数分布多⾓形でくらべると，

グラフがそれぞれ右にずれていることから，5cm，6cm，7cm の順に滞空時間が
⻑くなっていることがわかる。グラフを⾒ると，6cm，7cm の紙コプターでは，
それほど差はないが，5cm の紙コプターとは滞空時間の差がはっきりしている。 

・いくつかの資料をくらべる場合，度数分布表をつくって整理するが，これだけで 
 はくらべにくいので，ヒストグラムや度数分布多⾓形をつくってしらべるとよ 

い。ただ，全体の度数が異なっている場合などはくらべにくいので，全体を 1 と 
して，相対度数の度数分布多⾓形をつくってくらべればよい。 
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